
ハムフェア2 0 1 5  フォトレポート J A 3 I V U
北井 十生

J A 3 V W T
中野 幸紀

テープカット

会場風景

三好さんと原元会長( とてもお元気です)



アイコムのS D R 無線機
I C 7 3 0 0 ( さてお値段は)

4 7 5 K H z 　送信機
( J R C の船舶用局補助送信機を改造)

自作品コンテスト入賞作品
( J A 3 C V F 森本さんの作品) 　

新橋での3 エリア懇親会　
J H 1 C B X  M A S A C O さんです。

会場では三好さん、河田さんにお会いしました。
J A R L 創立9 0 周年となっていますが、ほんとは来年です。( 1 9 2 6 年創立のハズです)
8 / 2 2 に開催された記念式典には5 0 0 名ほど出席されたようです。    <  J A 3 I V U  >
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今朝いきなりおもいついて、東京ビッグ
サイトのハムフェアというのに行ってきま
した。
9 0 周年記念事業を見るためでした。

J A R L 関西地方本部ブース &  自撮り写真
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J D I N S のブースで
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今年が日本におけるアマチュア無線開
始9 0 周年（英国に遅れること1 2 年）という
ことで、9 0 周年記念行事がありましたの
でその関係の展示です。
                    < J A 3 V W T >



写真１

最近 1 . 9 M H z を集中的に運用する機会に恵まれました
東條純一J H 3 A E F

八年も前になるのか8 J 3 G A J M C なる長ったらしいc a l l  s i g n で運用したのは。そう言えばあの頃、亡きw i f e に「頭の上
でゴソゴソ，ゴソゴソうるさい！！」としょっちゅうお小言をくらったものだ。と言っても読者は理解に苦しむことだろう。
実は私のs h a c k 、寝室の真上にあり、そのように建てたのだが、消防署よろしくご用があれば何時でも小梯子を駆け
あがってR i g の前に座れる仕掛けなのだ。
あの時、c a l l  s i g n  の申請に訪れた3 の総通局で、「サフィックスは5 文字まで可能になりました」との言葉に誘われて8
J 3 G A J M C （四年に一度開催される日本医学会総会の英訳の頭文字をとって）と即決したのだ。サフィックスが５文
字は当時としては非常に珍しく、注目を集め、目標の5 0 0 0  Q S O も比較的容易に達成できたのだが、長すぎる c a l l   
s i g n は当然のことながら通信には不向きと実感させられたし、決してスマートにも思えなかった。
ここ数年、あるいはもう少し以前から、字数に関係なく意味ありげなc a l l  s i g n は珍しくない。一方、通信の簡潔性、特
にコンテストやぺディの世界で求められる効率重視の点からは、如何にも簡素なc a l l  s i g n も日常的になっている。
そこで今回の医学会総会では8 J 3 M （M はm e d i c a lのM ）と単純明快に行くべく早くから心に決めていた。8 J はD X に
対してはやや了解させにくく、電信では打ちづらいことも事実、しかし、日本を代表する特別な記念局のp r e f i x であ
り、その一角を我々M A R S （日本医師アマ無線連盟）が担うことができるということは真に名誉なことだ。（写真１）

何とこれは国立の施設であり話は当初複雑になりそうに感じ
られた。しかし現地に乗り込んで、担当の部署で話を始める
と、会議の期間中は医学会総会様が全施設をお借り上げ
いただくので、、、と施設に危害が加わらなければ大きな制
限はなさそうとの感触をえた。それでも何か困難が生じたら
と設営の際にはJ A 3 I V U 北井 o m にもご同道いただき種々の
ご助言をいただいた。この建物とにかくばかでかい。六階ま
でエレベーターで上がると機械室に通じる踊り場に出る。
更にその上へ二階ほど登ると塔屋に出る。恐らく給水設備
か、昇降機関係か、空調か。悠々と周りの里山を見下ろす
高さだ。その上に1 0 m 余のポールを立て、全く折り曲げたり
することのない1 . 9 M H z  1 / 2 波長 I V を架設した。恐らく給電点は地上高 6 0 ̃ 7 0 m は下らないだろう。このロケでこのA N T を
使って真昼間の開場時間中、頻繁にC Q を出した。しかしながらなしのつぶて。
あの会議場、午後 6 時で閉館すると管理者以外、総退出を命じられる。何とももったいない話だ。例え屋根裏部屋でも一
冬使わせてくれたら、、、、てな具合で会場からの1 . 9 M H z の実績は0 だった。b a n d  c o n d i t i o n とは厳しいものだ。
ところで、私のH O M E  Q T H は東大阪市、大阪市の東に接する町工場の街だ。とはいっても、私の家に隣接するお宅は
大阪市、だからd o w n t o w n  O S A K A といっても決して間違いではない。そんな所でt o p  b a n d などとんでもない話。しかしそ
こに生活圏のあるハムなのだから最初から放り出すのは私流ではない。とりあえずは努力、努力ということでt o p  b a n d  もこ
の地で頑張っている。今回も8 J 3 M / 3  o p  T o j o のh o m e からのQ R V はt o p  b a n d から始まった。A N T はt o p  b a n d 用のt o w e r  d r i
v e とt o w e r の最上部にとりつけたE H  a n t、ついでに、2 0 ̃ 6 m 用として3 e l e  S t e p  I R  a n tがこじんまりと載っている。ゴチャゴ
チャ載っていたA N T s は綺麗さっぱり降ろしてしまった。他に8 0 と4 0 m 用のI V がある。C W でのサービス運用,　L o g g i n g ,  
Q S L C A R D の発行 には U S B i f 4 C W とH A M L O G の連携を利用している。

写真２

運用の期間は総会が開かれる前後の二ヶ月間と指定され、
全国に散らばる会員各自が運用に供するr i g を申請し、
8 J 3 M / 7 . 8 J 3 M / 1 等とあらゆるb a n d , m o d e を使い、ことのほか
活発に運用し交信総数は7 0 0 0 をこえた。
ところで今回、私は主に1 . 9 M H z を運用することになった。何
か重要な決まりがあった訳ではなく、各局のあまりの活発な
O N  A I R ぶりに追いやられて、比較的競合の少ないB A N D
に追い込まれたということであろうか。競合が少ない点では
D X 局を狙うのもまた一興と考えた。C Q  D X の連呼も一法だ
が、8 J 3 M / 3 をD X C C に新規登録という目標をたてるのもこれ
また楽しからずや、ということで二面狙いの運用を始めた。
ここで今回の日本医学会総会の主会場である京都国
際会議場についても少しお話しよう。医学会総会ではある
が、例年、全国から集まる医師が趣味の場でも一堂に集うアトラクションも行われてきた。当然我々ハムも頑
張って会場の一角からo n  a i r するのが恒例であった。
八年前、大阪での総会の際は会場の一つであった大阪城ホールからのo n  a i r  にこぎつけ、いささか興奮した
ものだ。さて今回のメイン会場は京都国際会議場（写真２）である。
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開始当初、珍しさも手伝ってかなりのp i l e を受けたが、二日目には呼ぶ局は激減、このb a n d を日常的に運用する局の実
数は想像していたよりかなり少ないなという印象であった。それならと東大阪市を離れての運用を計画した。T o p  b a n d を
移動運用するなど馬鹿の骨頂に見えるに違いない。( 写真３) でも私は結構気にいっている。
S h a c k を飛び出し緑の山野に出かけるだけでも気分爽快だ。
それに国外からの運用も含め経験を積むうちに、自ずと自
分流のo n  a i r  術というものが出来上がってきているように思
える。慣れれば慣れるほど楽しくもある。当然のことながら
問題はA N T をどうするかだ。移動局であろうと固定局であ
ろうとその架設時の平易さを考えると、当然、D P 或はL W 、
場合によってはV e r t i c a lということになるだろう。
D P は1 / 2 λ即ち全長約8 0 m 、屋外ではそのスペースを確
保するだけなら左程難しくもないであろう。ただD P やI V の
場合、その給電点と水平部をどれだけ地表から離せるか
が問題だ。
周知のごとく出来るだけD x i n g に効果のあるよう、発射角
を低く( 1 5 度 ) 抑え、しかも利得を最大にするには、3 / 4 λ  1 2 0 m に持ち上げなければならない。利得を多少犠牲にするに
しても1 / 2 λ  8 0 m  h i g h は必要なのだ。これ程の高さはアマチュアにとってはとても無理な話となってしまう。発射角、利得
についてこだわらないのなら使えないことは無いのだが、、、、当然、各局辛抱しながら、理想とは程遠い環境で運用し
ているのがこのB A N D の実情なのだろう。ただ一つ、この理想に近づくことができるのは、規制も厳しくなくサービス精神
旺盛な環境がある場合のみ、即ち海外で解りの良いホテルを利用できる場合くらいで日本ではとても無理な注文だ。
さて、V e r t i c a lはどうだろうか。D P の場合高さが求められた。V e r t i c a lでは一部は大地にあるのだからD P よりは扱い易いの
では。ただ、T o p  b a n d ともなると1 / 4 λといえども4 0 m 、やはりおいそれと設置できるものではない。ただその動作原理は
多くの書物に示されるように、理想的 D P  a n tを垂直にし、給電部を中心に半分が地面下にあると理解すれば良い。電波
の発射角度は理想的条件下のD P と同等に低く、便利なことにA N T 基部での放射抵抗は3 5 ̃ 4 0 Ωとされている。
この場合 A N T の性能に大きく係ってくるのが A n tを建てた大地の電気的性状（誘電率、導電率）というものだそうだ。難し
い理論は良く解らないが、この電気的性状は海面が最もよく、海岸に面した土地、湿度の高い肥沃な土地の順に良く、
砂漠、ゴツゴツした岩場が最も悪いとされている。電気的性状の良くない場所での設置については、その改善手段とし
てR a d i a lの設置が推奨されており、理想的には6 0 本も1 0 0 本もを設置するのが常識のようだ。しかし、私の数少ない経験
では、1 / 4 λ長、2 本～4 本でもその効果は絶大という感じだ。R a d i a lについてはまた後述することにする。
1 6 0 m ともなるとD P もV e r t i c a lも矢張り簡単には利用できるものではない。
いろいろ試行錯誤している中で私なりに何とか使えると実感しているA N T がある。
L W  ?   V e r t i c a l  ?  どちらの成分も兼ね持つ混血 A N T である。L W  A n tを試行錯誤しているうちに、いつの間にかその再現
性を実感し使ってきた。移動運用であってもD x  まで飛んでくれた実績もある私の定番だ。
後にこの手技はA K I  S P E C I A L  b y  J A 5 D Q H  A k i  N a g i  O M と呼ばれるA N T で、1 9 8 8 年 K i n g m a n  R e e f のD x  p e d iで使われ
好成績をあげたA N T に近似していることがわかった。仕掛けはいたって簡単、（写真4 ） 運用周波数から計算した1 / 4 λ
長（約 4 0 m ）径 2 m m のA N T 線 ,　操出式の樹脂ポール全長 1 0 m  、たったのこれだけ。“お前、ほんまにハムか？”と言われ
かねない材料だ。ただし、現地に到着、設置場所が
決まれば、可及的短時間で運用を始め、運用が終
了したら闇夜でも悪条件でも直ちに撤収、退去でき
る。
このことは運用と同等なほど大事と云えるかも知れ
ない。そのために馬鹿みたいな小道具が自分なり
に改良され、簡素化され実用に供されてきた。
実際このA k i  S p e c i a l  A N T の解析では、垂直部が
長いほど低い打ち上げ角度が実現され、放射抵
抗も高くなるとされている。
データでは垂直部で低角度（約3 0 °）の放射をし、
水平部では高角度放射( 約6 0 °) をするとされる。
よって合成された放射角は4 0 °程度とされている。
しかし、平衡型でなく、V e r t i c a l  A n tの成分の強いこのA N T がより優れた放射効率を発揮し、低い放射角で機能するため
には、可能な限り良好な大地系が求められる。このために私が常に求めるL o c a t i o n は海岸近く、平野部や山間地であれ
ば川、池、ダムの周辺 ,（写真 5 ）そして最も付加価値が高いと感じるそれ以外の条件はガードレールがあること、またはそ
れに匹敵する頑丈な金属柵のあること，それも出来るだけ長い距離しっかりと敷設されていることである。
これ即ち何十本のr a d i a lにもまさる極め付きの効果を有している。（G a r d i a l ? ? ）　( 写真6 ）
決して高台で見晴らしの良いところとは限らないのだ。

写真３

写真４
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さて、上に揚げたような理想の現場に到着したら設営はいたって簡単。まずはポールを建てる。A N T 線をポールの先端
を経由し1 / 4 λ一杯に展張する。遠位端は可能な限り高いのが良い。ポールの下端近くでA N T 線を固定、G 側は大型の
わに口クリップを使ってガードレールや金属柵の地金部にしっかりと固定、あとはA N T の諸元を測定しL W に多少のc u t  
a n d  t r y を試みるのみだ。
諸元測定にはここ数年ウクライナのR i g E x p e r t社製 A A 5 4 （国内通販にて容易に入手可）を使っている。従来使ってきたク
ラニシ製やM F J 社製より電池が長持ちし、軽くて丈夫。何よりS W R がg r a p h i c に表示され、現在の同調周波数が一目で把
握でき、どの方向にどの程度調整の必要があるのか一目瞭然、i n d u c t a n c e  又は c a p a c i t a n c e 、放射抵抗値も同時にd i s p l
a y されるのが良い。それが余程見当違いのA N T であっても、r a n g e を広くとれば直ちに実情を示してもくれる、非常に優
れものだ。（写真）
このアナライザーを使って測定した上述 A E F 改 A k i  S p e c i a l  A n tは完璧にS W R 値も下がり、放射抵抗値もおおよそ5 0 Ω
近くに近づけることができている。ただこの放射抵抗値に関しては理論的には3 5 Ω前後が相当なのに、何故都合の良
い5 0 Ω近辺に近づくのかは良く解らない。そのような事情から今回の移動運用ではインピーダンスマッチングのための
装置を使ったことはなかった。

参考文献　J o h n  D e v o l d e r e  O N 4 U N  著
A n t e n n a s  a n d  T e c h n i q u e s  F o r  L o w - B a n d  D X i n g
日本語訳版　月刊ファイブナイン社

私はいずれこの著作の原版を入手したいと考えている。

8 J 3 M / 2 , 3 , 4 , 5  o p  T o j o の交信実績    
 交信総数　 4 2 1  (  C W  2 4 1 ,  P H O N E  1 8 0 )   ( 1 . 9 : 2 1 6 ,   3 . 5 : 1 ,   7 : 5 2 ,   1 4 : 9 ,   1 8 : 1 4 ,  2 1 : 7 4 ,   2 4 : 1 3 ,   2 8 : 4 2 )
8 J 3 M /は８地点から運用しました。うち７地点、5 地点からの信号を拾ってくれた局がそれぞれ1 局、
4 地点と交信してくれた局が1 局、3 地点が1 0 局、２地点から交信できた局が2 1 局でした。

交信e n t i t i e s  1 0 0 超えと思っていたが整理したら9 8 しかありません? ? ?
8 J 3 M / n は移動局で出力5 0 W   1 . 9 M H z 以外A N T は3 e l e S t e p  I R を使用
4 L , 4 X , 5 W , 5 Z , 9 A , 9 M 2 , 9 M 6 , A 4 , A 6 , B V , B Y , C 2 1 , C E , C N , C O , C T , C X , D J , D U , E 7 , E A , E A 8 , E I , E S , E U , E X , F , F K , F W , G , G I ,
G W , H A , H B 9 , H K , H L , H S , I , J A , J D 1 o , J T , J W , K , K H 2 , K H 6 , K H 0 , K L 7 , L A , L U , L X , L Y , L Z , M T 0 , O D , O E , O H , O K , O M , O N ,  
O Z , P A , P J 2 , P J 4 , P Y , S 5 , S M , S P , S V , T 7 1 , T 8 8 , T A , T I 2 , U A 4 , U A 0 , U A 2 , U K 8 , U P , U T , V 6 , V 7 , V 8 , V E , V K , V K 9 , V R 2 , X E , X U ,
Y B , Y L , Y N , Y O , Y T , Y V , Z 3 , Z C 4 , Z L , Z P , Z S ,
どうしても拾ってもらえなかった局
T N / C T 1 F J Z 1 4 ,  Z F 2 A H 2 4 ,  J Y 9 F C ,  T K 9 0 I A R U 2 4 ,  
9 J 2 H N 1 4 ,  9 H 5 B J 1 4 , T Y 2 C D 1 4 ,  S U 9 I G 1 8 ,  T L 3 D B ? 1 4

J I 3 Z A G   大阪国際交流センター・ラジオクラブ大阪国際交流センター・ラジオクラブ

写真５ 写真６

写真７
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